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例
会
記
録
一

十
二
月
例
会
平
成
十
六
年
十
二
月
十
八
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
八
番
教
室

一
、
地
方
藩
医
に
お
け
る
文
化
活
動
の
拡
が
り
ロ
土
浦
藩
医
辻
元

順
の
例
を
も
と
に

瀧
澤
利
行

一
、
野
口
英
仙
の
初
期
の
事
紙
に
つ
い
て

森
山
徳
長

一
、
獣
医
界
不
世
出
の
偉
人
ｌ
越
智
勇
一
先
生

高
橋
貢

一
、
史
的
に
見
る
薬
学
成
立
の
経
過
と
課
題
（
日
本
薬
史
学
会
創
立
五

十
周
年
に
当
た
っ
て
）

川
瀬
清

一
月
例
会
平
成
十
七
年
一
月
二
十
二
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
十
号
館
四
階
四
○
三
番
教
室

一
、
齋
藤
茂
吉
に
お
け
る
性

岡
田
靖
雄

一
、
「
山
崎
佐
の
錦
小
路
文
言
」
の
顛
末

樫
田
義
彦

夫
夫
糸
記
事
”
蒜
劣
諜
夫
諜
詣
去
夫
夫
倒
琴
滞
恭
同
滞
圭
監
監
夫
弗

小
紳
戸
洋
・
天
野
陽
介

野
深
隆
幸
・
小
林
雌
二

石
原
保
秀
（
一
八
七
七
～
一
九
四
三
）
旧
賊
本
は
東
亜
医
学
協
会
を

経
て
、
現
在
（
財
）
日
本
漢
方
研
究
所
の
所
有
物
と
な
っ
て
い
る

が
、
修
理
・
整
理
・
保
存
・
利
用
の
便
か
ら
、
今
春
、
北
里
研
究

所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
に
移
送
さ
れ
た
。
こ
の
た
び
そ
の
整
理

を
終
え
た
の
で
概
要
を
報
告
す
る
。
な
お
本
研
究
は
文
科
省
科
研

費
、
特
定
領
域
研
究
（
２
）
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
「
江
戸
時
代
医

学
・
本
草
学
資
料
の
整
理
と
研
究
」
の
一
環
で
あ
る
。

一
、
石
原
保
秀
略
歴

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
山
梨
県
に
生
ま
れ
る
。

長
年
銀
行
に
勤
務
し
た
と
い
う
が
、
詳
細
不
肌
。
生
来
虚
弱
体
賀
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
東
洋
医
学
の
養
生
法
に
注
目
。
導
引
の
研
究
を
行

い
、
椰
子
油
を
原
料
と
す
る
塗
布
薬
を
作
り
、
全
身
摩
擦
療
法
を
開

発
。
こ
れ
を
乾
浴
療
法
と
名
づ
け
、
乾
浴
長
生
会
を
創
立
し
て
会
長

と
な
り
、
一
般
同
志
の
指
導
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
「
皇
漢
名
医
・
和
漢
薬
処
方
」
を
鳳
鳴
堂
書
店

よ
り
出
版
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
「
診
療
夜
話
・
死
生
要
訣
」
を
日
本
医
事
新
報

社
（
あ
る
い
は
鳳
鳴
堂
書
店
と
も
）
よ
り
出
版
。

例
会
抄
録
一

石
原
保
秀
・
東
亜
医
学
協
会
旧
蔵
古
医
書
（
日
漢
研
本
）
の
概
要


